
型を出して「これはこうなってるんですよ」ってや
つが出たら、それは最高なんだよなぁ。何もない。
自分のスピリットはここにある。僕が菊竹事務所に
いた時に、採用試験のときに、東工大の学生だった
か、受験に来た。それで、ポートフォリオの図面が
複雑な構成なので、ここどうなってんのなんて言っ
たら、なんと内ポケットからこれくらいの ( 掌程度の
大きさを示す )500 分の 1 位のちっちゃな模型を出し
てさ、それが結構精密にできていてさぁ、これがこ
うなってるんですって言ったら、「この人はすごい」
と菊竹さんも仕草に感銘して採用したんだよね。だ
けど、あいつの表現の戦略かもしれない。複雑だと
思ってわかんないって人に聞かれてから、内ポケッ
トからそっと取り出して。 ( 笑 ) ものを知覚する順序、

〈人間のリズム〉への理解がそいつにはあったってこ
とだよね。採用試験だから、非常に重要なわけだろう。
だけど、その時に、自分のプロジェクトの内容を人
にコミュニケーションして大事なことを伝えるため
にはどうすれば良いか、その表現の戦略っていうの
があった。そんなところが徹底的に欠けているなっ
ていう感じがする。なんかたくさんやって『ワッ〜』っ
て盛り上げるみたいな誤解があるし、表現すること
に対しての考えが無い。表現する人、絵を書く人っ
てそれがなかったらもうダメなんですよね。それし
かないんだよね。そこを考えて欲しいし、考えなきゃ
いけない。三年生の課題を通じてみんなにも言った
ことがあるけど、表現っていうのは〈エクスプレッ
ション〉って言うんだよね。エクスプレスっていう
のは語源的に言えば、プレスするっていうのはだか
ら真黄色のレモンの塊がある。そこから酸っぱ〜い
一滴を絞り出すって言うことなんだよ。エキスって
いうか中心のものをポタッと一滴、「酸っぱ〜い」っ
ていう本質を、ポトっと、一滴を絞り出すことだ。〈表
現する〉っていうのは人間の本当に根本的な生きる
衝動だし歓びだと思うんだよね。どんな人も表現し
ないで生きていくってことができない。自分の服装
でも何でも表現している。表現する時に、圧縮して、
整理して、絞り出したものを人に示すっていうその
基本的な作法っていうのが欠けちゃうとまずい、建
築家には向かないだろうなって思う。設計を 1 案に
絞るときのそうした〈表現すること〉への集中と決
断の苦しさと歓びを意識しないと。そこに人間的な
ものも宿る。何か人に伝達するっていうことの難し
さ、「うまくまだ伝達できないんだろうな」っていう
恐れは普通みんなにあるはずだよ。「相手はどう受け
取るのか」そういう視野や緊張感がなくなっちゃっ
たら表現はダメだよね。緊張感が表現を形作る。そ
れは表現の順序とか、スタイルとか、図面とか模型
の端々に浸透しているはずなんだよ。そういうとこ
ろの綱が切れちゃってワーッてやって量産主義に
なっちゃったらまずいということだ。設計の仕事っ
ていうのはそれしかない。そういう緊張感が全く無
い感じの人がいる。建築やってて大丈夫なのかなっ
ていう感じがするような人がいる。誰でも受け入れ
るような社会常識的なことを喋ってさ、それを「私
はこういう風に設計で解決してみました」みたいな
ことを言って、しかし政治家の言葉ですよ。「そうい
うことが今話題だから、問題なんじゃないんですか」
みたいな。「自分はよく分からないんですけど」なん
ていう感じで言うけども、それは卒計に向かう態度

じゃないですよ。実感のあることをやってどれだけ
自分の中で煮詰めて、「よし、これにかけてみるか」
みたいな感じで、「小さいことだけど」っていう感じ
で、後、突っ走る。そこんところですよね。建築っ
て突っ走らないとできないしね。疑問を最後まで持っ
たらダメだし、強く信じなくちゃ、そこんところは。

「よし、これにかけよう」って言ってやらないとダメ
だなっていうこと。そんなことを卒計やる人は経験
して失敗して欲しいなと。基本的には喋りだとか、
模型とかいうものは、それは具体物で、こうやって
口動かしたり、模型みたいなでかいもの作ったりと
かいうのあるんだけど、それは補助なんだよね。僕
たち建築家は、図面と趣旨を説明する文章があれば
もう大体分かるんですよ。講評会ではいろいろ言う
けど、キラリとした何かを秘めたものは図面に秘め
られていて読み取る、場を示す楽譜のようなものだ
から。そこを見抜く目がある人が建築家だからね。
卒計の梗概っていうのもすごく重要なんだよね。限
られた字数で圧縮され、表現されている、今回の河
野さんの梗概っていうのはすごく良かったなと思う。
日本語が使えてるっていう感じ。普通の言葉でちゃ
んと説明して、人に伝えようとしている。素直に喋っ
て、自分の実感もあるんだろうけど。自分で信じて
いることを喋っている。それでちゃんとその人の文
章読んで品格とかエスプリっていうのが伝わるわけ

ですよ。その人がどれくらいの人かってことは。〈言
葉は人を表す〉ってことはよく昔から言われている
けど。図も分かるし、言葉も分かる。だからそうい
うもので伝達する技術っていうのはやっぱり磨かな
きゃいけないよね、設計やってる人は。そのコミュ
ニケーションしかないから。まあお喋りもあるけど。
色んなところの大学の講評会なんか出かけると、な
んかこうお笑いタレントのギャグのような表題をつ
けて、語呂合わせみたいなことやってそんなところ
で当人の思考は停止しちゃってるんだけども、何か
得意になって言ってる奴がいたりする。、なんか最初
から腐ってるっていうか、1 人で喜んでて、それ以上
は考えてないんだよ。「ウケるでしょ」みたいな感じ。
だから大阪の漫才師と同じだよな。本を読んだり自
分の考えをまとめたり文章書いたりという経験があ
まりにも少ないんじゃないかと思うんだよ。ちょっ
とテレビの馬鹿番組の見過ぎだよ、そういう感じの
題に工夫する人それは最初からアウトなんだよね。
だけど本人は気付いて無いから、そんなことを親切
に忠告しないんだけどさ ( 笑 ) だけど結構いるんだよ、
最近そういうの。いるだろう ? 大学卒業設計展なん
て言うとさ。なんか語呂合わせみたいなことやって
喜んでる奴。それはもうそこで思考が停止しちゃっ
てる訳。

建築家という
プロフェッション
坂田　今日は宜しくお願いします。最初に卒業設計
について富永さんの全体の総評を頂きたいです。
富永　今回だけじゃないんだけど、卒業設計は図面
と模型を作りますよね。それを媒体として、自分の
空間のイメージを伝達するということなんです。設
計行為そのものです。設計とは図面や模型を通じて、
空間のイメージを人に伝達する仕事であることを自
覚するべきだ。出来上がったものを見た時の、ある
種の統一性というか、一定のその人のキャラクター
や場所に対するセンスが現れてくるものなんだよね。
藤沢君は藤沢君じゃない。それが設計の端々、模型
の作り方とか図面の表現の仕方とか梗概の書き方、
空間に対するスピリットが表現される場所です。僕
たちが見て、そこにキラリとしたものを感じ、イメー
ジをふくらましたり、雑に描かれているけど思いも
かけぬ大構想に出会ったり、ある種の現実空間に対
する可能性が読み取れる仮象であって欲しいわけ。
またそれしか意味がないわけ。だって実際に作るも
のじゃないんだから。それが伝達できないと意味な
いものになってしまうんだよ。そこを緊張感を持っ
て意識する必要があるわけだよね。自分が作業した
成果、排泄物をバーっと出して、「どうです頑張った
でしょ」みたいなのが横国にはあるから、再三注意
しているわけですよ。設計ってそういうものじゃな
いから。「私これだけ頑張りました」っていうことで
社会は有難がるわけでは無いんだから。プロフェッ
ションの役割に対する意識が弱いなって、どうして
自分は社会に存在し得ているのかなっていうことは
冷静に一度考えてみる必要がある。それがまず社会
性の第一歩だ。卒業設計は現実との適合性を試して
いるわけではないから、ある種の物語を形作る能力
に似ていると思うんです。小説家がお話を構築して
いくみたいな。しかしお話であってもそれが実感を
持った語りなのかが設計のリアリティーだと思う。
最後、講評会で、河野さんは強く信じていると言っ

たんだけど、そのことは設計に現れてしまうんだよ
ね。今話題になっている環境問題とか人に優しくみ
たいな社会的に受けのいい常識的な語りを持ち出し
て「それを私はこう解決しました」みたいな感じの
ことを考えるのが建築の社会性だって言っている先
生もいる。だけど、社会性はそういうことではない
と思う。その人に実感があって本当に信じているの
かっていうこと。今の君たちに社会性あるって誰も
思っていないわけです。だって社会出てないんだか
ら。恐らく、情報を通じて理解したものを、「なんか
そうなんだろうな」って思って、要領よくそれを按
配して器用に解決してみせる、「そういうことが設計
の仕事だな」みたいな風に完全に誤解しきってやっ
ているような人はダメだと思う。無責任に安全安心
な社会を作るといった、時の総理大臣みたいなこと
を言ってる人は建築家としてはダメなんだよ。建築
家は違って、具体的な空間の関係を作っていく、そ
こに何らかの価値があって生きているわけじゃない
ですか。それ以外には何も無いわけだよ。建築家に
安心安全の社会を作ってもらおうなんて誰も思って
ないですよ。社会にありそうな言論を発することが
本当の社会性ではない。考えてみて自分にとっての
リアリティーがあるかどうかが、個人としての社会
性の第一歩だよ。そのことを勘違いをしないでほし
いと思う。実感ないけどそれっぽい言葉で喋ってい
る人が結構いて、出発点からダメだなって思ったね。
今風の話題に流されてしまうような人がいるんだよ。
それは違うよな。ある種のだらしなさ、自分なりの
探求がないわけだよ。それは横国だけじゃないんだ
けど。すると最近流行っているテーマをとってきて、
アレンジしてみたいになる。自分で白い紙に最初に
描く時って緊張すると思うんですよね。どんどん簡
単に書けちゃったらおかしいですよ。何にもやった
ことない奴がさ。「これで本当にいいのかな？」って
思うような自分への疑い、緊張感が重要なんだよね。
その時、自分というものと自分が作り出そうとして
いるものとでやりとりがあるんだよね。そこの瞬間
のドキドキが大事なんだよって言いたいんだ。〈初心
忘るるべからず〉かな。自分の表現に対してもう少

し緊張感を持ってのぞんでほしいなって感じはある。

表現の戦略
富永　表現の戦略もみんな無い。一回限り生きる、
自分のセンスってこうなんですよ、その意欲が人に
見せる時にベースになるんだよね。画家はそれしか
無い。絵には機能性がないから。でも建築は若干機
能性があるように見えるから、こういうことが一般
的だからという理由でバーって並べている雰囲気が
ある。表現の戦略が無いなって思う。例えば、模型
なんかみんなエネルギーたくさん使って、正林君な
んて停泊する船をいっぱいに何艘も作ったりした。
だけど本当はそれをする必要は無いんだよ。君だけ
じゃなくて、周囲の切妻屋根を精密に作ってたりと
かさ、それは違うんだよ。不動産屋じゃないんだから。
そんなもの正確に作らない。そこは普通省略して抽
象化するわけよ。自分が作っているものを対比の中
で浮かび上がらせるのが模型なんだよ。量産して圧
倒していけばいいんじゃないかとか、なんかそうい
う物量主義というか金権万能社会の、そんな時代の
風潮を表現しているように思える。周りを作りこむ
ほど自分のプロジェクトは貧相に見えてくる。それ
はみんなに言えることだけど。労働のエネルギーを
示すんじゃなくて、自分が考えていることはどうし
たら的確に表現できるのかっていう頭の抽象性が必
要だね。すごくね、思考の抽象度が落ちている、具
体的になっている。模型もどんどんでかいもの作れ
ばいいって。自分に信じるものがないとき、そうい
うものに寄っかかってしまうのか、あるいは評価す
る先生がそれに騙される人がいるとたかをくくって
いるのか、わからないけど、最初から横国に来てか
ら意図がなければあんな模型作る必要はないって僕
は言った。最終講評会ででかい模型がないと様にな
らないじゃないですか、あんな広い講堂の中でポツ
ンと一個あって喋る時こんな小さな模型でというこ
とで大きくなったのかと。すると、その場狙いの戦
略みたいなものだ。本当にかっこいい人だったら図
面だけがっつりやって内ポケットからちっちゃい模
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ライアルはあった。よく僕も覚えてる。それから上
山さん、この人はもうプロだよ。これはもう、どこ
でも就職してやっていけるよ。この人は外国でやっ
てきたからかな。表現することに対する意識がもの
すごくしっかりしている。自分が表現したものに対
して全責任を持つ気合い。レイアウトにしろなんに
しろ。「俺のセンスはこうだぞ」っていうのを多くな
い枚数だけどちゃんと示している。そういう所大事
ですよ、建築を自分の仕事としてやっていくなら。
びっくりしましたよ。講評会の時は２つしか選べな
かったけど、３つ選べって言われたら僕は教育上こ
れを選ばないとまずいなと思った。まあちょっと学
生にしては出来過ぎている所があるのが心配なんだ
けどさ、 彼の生まれはどこですか？
藤澤　生まれは確か豊田市だったはずです。
富永　造形も悪くなかったと思う。西沢さんが「こ
んなに街に窯いるのかな ?」と言っていたけれど、そ
ういうのは卒業設計だからやり過ぎちゃうよね。全
部窯にしたくなっちゃうだろうね。バランスは無く
な る け れ ど、 気 持 ち は わ か る。 こ の 人 が ど う い う
センスを持っているのか、どういうことが好きなの
か、どういう風にこれから進むのかを思わせるよう
な、その人のキャラクター・空間のスピリットって
いうものがちゃんと何枚かのものに的確に現れてい
る。その人の作品に賭けたものが伝わってくる。何
でもありっていうのが横国には多いけれど、この作
品は異質。今までの横国の中でも異質だった。だけ
れどこれは結構良いと思いました。藤澤くんのも良
かったんだよな、良いんだけれど迫力が無いんだよ
な ( 笑 )。地味でチョコチョコってやっていても、やっ
たあとスッと引いて見て自分がやっていることが人
に伝わっているのかなという大局観、大局を見ない
といけない。細かいことを色々やっていて「時間が
来てしまった」という感じに見える。ある時自分が
やっている全体に対して、こう言って人に伝わって
いるのかな、と自分が表現していることに対する緊
張感を持たなければならない。コミュニケーション
は成立しているかと。おそらく先生方、審査員は分
かっていないと思う。どんな機能かというものもあ
まり伝わっていない。やっぱり、あの街ができて丘
が一つの公共施設になって、他の丘も変わって将来
的にこういう街になっていくっていうロングショッ
トでチャーミングな絵を書けなかったの？絵を一発
描いて、アーキペラゴのような地形がそれぞれ公
共の丘になるんだっていう話をポーンとぶち上げ
ちゃって、クローズドショットで部分をどう設計し
たのか表現すべきだった。表現の戦略が無かったね。

藤澤　改めて卒業設計のプレゼンボードを振り返る
と表現で伝わっていないし、伝え方を分かっていな
いと痛感しました。
富永　プロポーザルでは伝わってなかったらいくら
やってもダメだからね。まあまあ、地道にちゃんと
やっていて、よく見ると図面なんかも繊細でちゃん
と脳みそ使って色んなことをやっているなっていう
のは分かるんだけど、そんなところまでまず見ない
からね（笑）。まず、大きなところから入っていって、
それから「ああ、面白いね」っていって深みに入っ
ていく。初めから細かいところはごちゃごちゃ見な
いからね。それと、宮本くん。君の作品いいと思っ
たよ。君も横国的ではない。
宮本　そう言われたんですけれど、あんまりピンと
こなくて…
富永　建築としてはすごくオーソドックスな態度で、
コンテクストを解釈して応えることもあるけれど、
一発建築をボンと作って、やっちゃおうっていう、
それに賭けるという決断みたいなものがやっぱり建
築家的なんだよ。建築家のプロフェッションの固有
の意味の一端もそこにある。丹下健三なんかボーン
と建築 ( 国立代々木競技場 ) を作ることによってあそ
こら辺の 1,2km 四方の空間を支配してしまったから
ね。そのスケールでは建築は政治と繋がるんですよ。
テラーニはムッソリーニと繋がったし、コルビュジ
エも都市のスケールでは時の政治と結びつこうとし
たりする、ああいうボーンとやって細かいことも解
決していこうという、すごくオーソドックスなやり
かたではあって、そこに踏み込んだっていう所とちゃ
んとできているし、風景としては悪くない。連続性
もあるようにも見えるし。細かいことごちゃごちゃ
言わないでやったというか。横国ってリサーチから
やって裏付けがあって形に説明を求める。 ( 宮本の
作品は ) 裏付けなんか無いよ、分かるだろうってこと
だろ。これで「いいじゃない」っていうことを問い
かけて、みんなが「いいじゃない」ってなっちゃう

（笑）。建築の力ってそういうもんなんだよ。建築の
プロフェッションのかなりの部分がそこにあるんだ
よ。期待されている。細かいことでゴチャゴチャ理
屈つけて、やってもしょうがないところがある。だ
から物で一発ボーンとやる。( 宮本の作品は ) 僕は綺
麗な建物だと思ったけれど、どこかで見たことがあ
る気がした（笑）。誰かさんがなんで評価しなかった
のかね（笑）。
宮本　S さんですか ?
富永　S さん ( 笑 )。あんまり似過ぎていると同族憎
悪という感情が働くのかな。「私だったらもっと上手
くやるのに」っていう。なんかそんなことも言って

いたよね。だけど、僕はいいと思いましたよ。一応
リサーチして具体的なことをやっていって、これじゃ
ないな、これじゃないなとやっていって、最後に抽
象して自分のアナロジカルな力でボンとやるってい
うことはある。リサーチをしたらリサーチをそのま
ま実現する手法はダメなんですよ。問題を作ったら
解答があるみたいな感じは。そうじゃない飛躍力が
人間の創造だし、アナロジカルなアプローチして単
純なものにするのが建築の能力なんだよ。そう言う
ことを考える必要あると思うよ。なんかリサーチは
熱心で「ええこれ？」って感じのもん作っちゃダメ
なんだよ。やはり作ったものが勝負なんだよ。建築
家は作っちゃたらもう言い訳はできないわけだから。
そういう点で横国風ではなかったけれど、君の作品
は良かったと思いますよ。でも君もリサーチはした
んだよね？
宮本　一応、最後にどれが使えるかなと ( 笑 )。

富永　リサーチを整理して、そこから形式を発見し
て抽象化して直感で良いものに到達しようという力
が大事。それから、榊原さんの作品はすごく出来上
がっているなと感じた。あの作品は楽しいし、完成
度も高い、全体に表現としてはチャーミングでした
よね。模型も含めて出来上がっていました。切通し
をずっと行くとその先に到達するような、物語を描
いているわけで、絵本なんかあの作品から描けそう
だと思った。「〜でした ( 終 )」みたいな、「行ってみ
たらいつのまにか隣の町になっていました」みたい
な ( 笑 )。夢がある。卒業設計は夢とか物語でしかな
いから、この世界の中で何かキラリとして伝達して
くれないと困る。去年の卒業設計でもあったんだけ
ど、説明されていくとだんだん頭を垂れるような暗
くなっていく作品。物語を読んでいけば行く程、人
間に未来は無いなと感じてしまうもの（笑）。そうい
うものを一生懸命やってもらっても困るわけだよな、
仮に現実を見るとどうしようもないのかもしれない
けれど、そうではない明るさを見せて欲しいという
ところがある。そういうものが榊原さんの作品には
楽しさを形作るものがあったよな。僕が良いと思っ
た作品はこれくらいですね。他に何かありますか？
まあそんなんでいいんだろ。（笑）何か質問あれば・・・。
宮本　やっぱり僕的には、古い世代の人達のこと、初
耳だったんですけど。若い頃アレキサンダーを高山の
民家に案内したみたいな話だったりとか、そういう古
い世代の価値観とか、僕たちまだ 20 年しか生きてい
なくて、まだ社会の節目のようなものを目の当たりに
してないというのはあって。富永さんが生きてきて、
終戦とか色んなことがあった中で、社会の流れと建築
の流れみたいなこととか、そういうのを何でもいいん

※左から順に上山 ( 源喜 )、宮本、榊原の作品

美しいものを作る
富永　やっぱり、最近になってすごく感じるのは、
美的な教育が抜け落ちている。建築教育に関して。
僕が学生の頃はそれがベースでしたね。建築家って
いうプロフェッションの唯一の最後の拠り所ってい
うのは、プロポーションだとかリズムとかスケール
だとかの専門家であって、やっぱり建築家に頼むと
綺麗なもの、心地よいものを作ってくれるっていう
ことで存在価値は認められていた、建築家ってもの
の関係に敏感で場を作る人なのに。そうした美的な
訓練をするカリキュラムがいつの間にか無くなった。
なんか社会性がなきゃいかんとかわかり易い話をし
ている訳ですよ。社会の中で果たしている建築家の
独自のものが何なのか、医者は具合の悪くなった時、
そこを指摘して治すことだし、建築家はお金を預け
て信頼がおけて、「何か一つ美しく快適なもの作って
くれるんじゃない？」とか「考えてくれるんじゃな
い？」のような感じで、社会的にはプロフェッショ
ンが成り立ってるんだよ。しかし美しいものを作るっ
て言う事は易しいことではない。それは長い訓練が
必要だし、ヨーロッパならエコールデボザールでも
そういう教育だったわけですよ。古い建物を実測し
て、良きものを見せて。最初は真似をしたんだよね。
それでだんだん自分なりに会得して。それは一石二
鳥で要領良くなんかできない領分ですよ。情報漁っ
てできるもんじゃないから。訓練が必要です。良い
ものを観ることが必要だし、美術館で絵を観たりと
か、いい映画観たりとか、自分の好きなものの追求、
そういう感動が勉強になるわけですよ。だから建築
だけじゃないですよね。好きなものに没入した経験
というか、その経験が無い奴は絶対に作れないです
よ。結局それがものを作る時の拠り所になるわけ。
コルビュジエの 24 歳の時のスケッチが大事だってい
うのは、〈東方への旅〉ですが６ヶ月間の間、建築の
ある場所を、一つ一つ丹念に歩くわけ。彼によると、
人間が生きてきて、何千年の間に色々なものを作っ
てきた。それは砂金のように地球の色んな所に埋まっ
ている。自分はたかだか生きて、100 年くらいしか
生きられない。まあ実際は 78 才で死んじゃったけど、
まあ、人間ってそういうものなんだ。そういうもの
を引き継いで自分がこれから掘り起こしに行くん
だっていうことを言う。旅行もそんな意識だ。良い
ものに出会ったらそこでスケッチして、スケールと
かそういうものを全部採って、研究するわけ。巡礼

みたいな感じだよな。その 24 歳の時の遍歴が、６冊
のスケッチブックとして残っているわけですよ。そ
れを見ると、彼の志がどこにあったかっていうこと
が分かるし、やっぱりすごいよ、寸法を実測してい
ますよ。そこに後で使おうとした野心が見える。ダ
メなものはよけて通る。ぱっと見て「これはもうア
カン」って。旅行案内書でまず最初は調べて行くから、

「ベディガー」っていう旅行案内書をベースにして行
くんだけど、〈ベディガーが酔いしれている場所から
遠く離れて・・・〉などと言って、時間をほとんど
使わないで次に移って。しかし、彼の目は確かだっ
た。生きているものとダメなもの、そういうものを
見極める彼の目は確かだった。6 冊のうち一冊が「ハ
ドリアヌスのヴィラ」だけで埋まっている。恐らく
全体構成の大らかさと建築のエロスに共感した。隅々
まで分析している。最後にパンテオンの分析がある。
見るとその人が何を見ていたのか、良きものから学
ぼうとしていたセンスが浮かび上がってくるわけ、
若いけど。大変な分析力があるし、また後々の仕事
で使おうとする。例えばロンシャン教会堂の設計時
に昔のスケッチが出てきたり。イメージの栄養、ネ
タ本になっている訳だね。掘り起こした砂金の数々
が。ロンシャンのプロセスの中でも、その東方旅行
のスケッチが何度か引用されている。やっぱり、ちゃ
んとした経験が、いいものを作るベースになってい
る。そりゃ何千年の歴史があって建築の知恵がある
わけだから。良いものを知らないでちょっと頭に浮
かんだものをちょこちょこっとやってもそれなりだ。
そこのところの、美しいものを観る経験が何といっ
ても重要で、それに対しては年季もかかるし金も労
働も必要、あの、建築の場合は自分が動かなきゃダ
メだからね。画像を呼び寄せていたら全然ダメです
からね。（笑）一番危険なのはやっぱり情報ですよね、
今の人たちにとって。情報っていうのは取りつかれ
たらトリモチみたいなものだよ、あれを追いかけ出
したら建築は絶対だめです。情報は便利だから利用
して、いいと思ったら自分で見に行くためにある。
情報を漁っていて「これでいいや」ってなって、自
分は体を動かさなかったらダメだ。それは建築を学
ぶ態度としてはもう×だね。危ないのは情報という
トリモチがくっついちゃって、それを操作するだけ
の人間になっちゃったらまずい。だから、設計する
時、一つに決断をするところでずっと悩むわけ。ど
うやって踏み込んでいくかという所の知識と読みと
判断力が一番問われているから沢山知っていること

は何の役に立たない。むしろ知らない方がいいくら
いなんだよ。自分の身体の経験と直観しか無い。だ
けどみんな勉強をすることは情報を沢山知る事だっ
て言って勘違いしているような節がなきにしもあら
ずみたいなところはあるから。情報的なものと、建
築は正反対にあると思った方が良い。情報は便利な
ものだけど上手く利用しないと。これぞ！といった
ものは自分の足で出かけて行って経験しなきゃいか
んと。…といったところが一番言っておきたいとこ
ろかな。トリモチに一度取りつかれて、それに触っ
ていないと不安でしょうがないってなったら、スマ
ホみたいのはドブに捨てて。僕たちのころはグロー
バルな形で情報が流れ込んでくることは無かったか
ら、自分たちで探索してた。雑誌を買って、「都市住宅」
とか。この人いいなと思ったらその人の作品のバッ
クナンバーを探したり。みんなそうでしょう。人間
に興味があった。金ないのに高い作品集買ってみた
りしてさ、そういう風に勉強した。自分の方から求
めるスタイルだった。今は押し売りが多い。このサ
プリが効きますよ、腰痛いでしょ、グルコサミンが
効きますよっていうのが新聞広告に出て来る。嘘が
デカデカと書かれている。そこに頼って流れちゃう
人間が凄く増えているからあれだけの広告が打たれ
ている訳でしょ。ジャンジャン売れて、どこに効い
ているのかわからないものを皆飲む。弱みや不安に
付け込む大衆商法だ。しかし、そういうものに流さ
れていく人間像が出てきたんだよな、大量に。学生
にもそういう連中もいるわけだよ、「これいいんじゃ
ない、」っていうムードで。資本主義社会はそういう
バカ連中から吸い上げていく。貨幣の欲望は限度が
ないからね。具体の事物への幸福感受性に枯渇して
自らが欲望するようにならないと・・・。そういう
のを若い人たちが意識できないと・・・。

いいと思った作品
富永　僕が採点したときにいいと思ったのは 6 つく
らいあったね。西尾さんの「庭がつくる町」（作品名）
もいいなと僕は思ったんだけど、弱いなーとも思っ
たんだよね。ファンタスティックなドローイングな
んかもすごくよくて、考え方もいい。河野さんの「い
つまでも、この街は私の実家」（作品名）僕はこれは
いいと思ったんですよね。自分の言葉で喋っている。
僕もああいう市街地の中で、行き詰まりの路地で空
き家を見つけて公共的な事をやっていうのはなんか、
そういう話もいいし、実感があって、ちゃんとして
いるなと思った。梗概を見た時から良いなと思って
いた。言っていることがスッと心に入ってくるよう
な素直な文章だった。ただ力作なんだけど、言っちゃ
悪いんだけど、もうちょっとセンスを磨く必要があ
るんだろうな。これが一番の感想だった。センスを
磨くっていうのは、こういう素直な人だったらでき
るから、必ず良くなる。模型なんかも抽象度が足り
ない。空間を見せるんじゃなくて物体が先に出てき
ちゃう。佇まいがこういう感じになるんだよ、って
いうのを伝達しなきゃいけないのに、バルサ材で作っ
た柱梁とか施工精度が前面に出て来るような感じ。
でもそれは一歩引いて考えるスタンスさえあればで
きると思うよ。この人は図書館課題の時に何を作っ
たんだったかな。ああ、分かった。あれもちょっと
こう、表現がいまいちだったかな。だけどなんかト

パルテノンのスケッチ ( ル・コルヴィジェ 1911)
※丸善株式会社『ル・コルヴィジェ 幾何学と人間の尺度』富永讓著　より



緒」にあたるのではないかというのが僕の説だ。お
そらく今皆が居るこの住宅（富永譲自邸）なんかも
あるだろう。ばってん（筋交い）だらけの家とか藤
森照信は言葉で言ってみてもわかり易いけど不十分、
そうではないですよ。建築が生み出している場の本
質はそこではないですよ。親密さとかさ、スケール
とか、そういうものを通して生活の気配を生み出す
人がアーキテクトなんだよね。伝達しにくいんだけ
ども、君（宮本）のなんかはさ定義できないものな
んだよ。良いとか悪いとかじゃなくて見てみろと、
だからそこんとこで勝負しようとしているわけだよ。
L'espace indicible で。理屈がどうだこうだってこと
で説明しようとしてもできないもんなんだよ。そう
いうものはあるんだよ実際。で、また建築の力もそ
こにあるんだよ。そこを認めないといけない。

「語るに落ちる」っていう建築があるわけ。語ってし
まって全部わかっちゃう。語って解説の通りちゃん
とできてる。良いわねって。洒落てるわねっていう
ことで終わっちゃう建築があるわけだよ。まぁそれ
はその人の建築への志だ。。説明通りにもできてて、
綺麗にもできてる。社会的にも用も足りてる。なん
の文句があるの？っていう。だけどそうじゃないん
じゃないのっていう建築に対する考え方。どうせ生
きてるんだから、なんとも言えない俺の過去のエキ
ス化の総体を見てくれよっていう建築もあるわけだ
よ。それがやっぱり建築の力ですよね。歴史に残し
うる人間的なものはそれですよ。それを体験しに行
かないと、だめなんだよ、建築の勉強としては。だ
から勉強するっていうのは時間かかるんだよね。な
んか文章読んで「んー」って納得しちゃたらだめな
んだね。直感で L'espace indicible っていうのを、そ
れはパンテオンでも行ってごらん。すごいもの、す
ごいなぁって感じがするよ。同じ人間が創ったのか
なって。なんとも言えないよ。パンテオンを語って
みろって言われてもさ、コルビュジエはこんなもの
どうやってつくったんだろうって分析してるわけで
すよ２４歳で。その大きな志に触れる必要があるん
だよね、建築の勉強は L'espace indicible に。定義で
きないもの。だけど力を持っているもの。人間に影
響するもの。まあ、だから建築デザインっていうの
は言語化できないと通用しない、言葉に出来ないと
価値が無いといったらそれはもう近代の妄想ですよ。
言語化なんて人間の本当に部分的な能力であって、
建築や場所の力っていうのは言葉を超えたものだか
らね、何とも言えないけど落ち着くな、とか。昔の
女優だってなんとも言えないけどそれぞれにムード
や魅力を持っていた。人間だってそこがなければさ、
語って全部わかっちゃうようなものだったらつまら
ないよ。だから、言語の領域と別の領域が建築の領
域だよ。あ、今、君（藤沢）にあげた本〈Roots of 
Modern Architecture〉 は そ の こ と を 言 っ て い る の
よ。近代主義の裏側を支えていた場所の力のことを。
ノベルグ＝シュルツ。そういうようなものを感知す
るセンサーっていうか、アンテナを持っているかっ
ていうのは建築家にとってはすごく大事なんだよね。
そこが無くなっちゃったら語るに落ちる建築になっ
ちゃうわけだ。全部説明しちゃう。説明して「分かっ
た分かった、もう分かりました」で終わっちゃったら、

「見なくても分かりました」っていうことになっちゃ
たらもっとまずいしさ。

語り得ないもの
富永　僕、映画好きで観ているんだけれども。小津
安二郎なんか、やっぱり映像の連続によって、語り
得ないものってものが人間の中にあるんだっていう
ことを訴えたいことが、観ると分かるんだよ。
坂田　あの、東京物語とかでしたっけ？
富永　他にもいっぱいありますよ。語り得ないもの
を語る、映画っていうものは画面の連続だよな。平
面の。人間が立ち現われ、食事をし、話し合い、着
替えをし、立ち去ってゆくような。そんな細々とし
た日常の繰り返しの連続の中に、人間ていうものが
語り得ないものも持っているっていうことを。そん
な風に一生を終える。そのことを描いているんだよ。
そこに永遠を見ているわけだよ。人間の営みのね。
それは現代だからそうなんじゃなくて、おそらく
ずっと前の紫式部の、源氏物語の時代からあったん
だろう。親と子、男と女の関係とかさ。そういうと
ころを描いて、表わそうとしているんだよ。彼ははっ
きりと言っているよ。〈語るに落ちる〉っていうよ
うな映画が多いと。わかりましたっていうようなこ
とを。それは映画としては B 級っていうか。まあ娯
楽映画なんかみんなそうですけれど。そうでないも
の、映画が終わった後に館が真っ暗になった時に心
に蘇ってくる何かが映画だって彼は言っている。『映
画論』の中で。そこの余韻というか、最後に残った
ものだよ。最後に残ったものが豊かかどうか、って
ことがその映画の意味だって言っている。だから、

〈勘定合って銭足らず〉って彼は言っている。勘定
は合っているけれども蘇ってくる感動がないってい
う。だから、見ている間理屈はわかる。全部分かっ
た！ってなっちゃったら終わりだよね。そこに残っ
たものが、映画を観終わった後に残っているものが
映画の価値だと彼は言っている。それは僕も同感で
す。建築もそうだと思います。見た経験の後に残っ
たものがあるかどうか。思い出してみて、あ〜よかっ
たな、なんて風になるのかどうか。建築の審査なん
かに行くと、説明してもらうじゃない？そしてその
日、近くのどっかに泊まるじゃない？翌朝、飯食っ

た後飛行機まで時間があるからもう一回見に行こう
かって感じになる建物なのか、もういいかなってな
るのか、それが建築の評価の中で一番重要なことだ
よ。もう一回見てみたい、確かめてみたい。説明さ
れた以上のもの…気配に対する愛着みたいなものが
生じるものなのか。一回見たらもう二度と見たくな
い、みたいな建物もあるんだよ（笑）綺麗にできて
いるね、技術もちゃんとしているね、で終わってし
まう。そういうのは僕としては評価が低い。場所に
魅力がないんだよ、〈語るに落ちる〉っていう訳だ
よそういうのは。人間でもそうじゃないですか？い
かにうまく、小気味よく喋っても、こいつにはもう
会いたくないなって奴と、なんか、言葉は少ないけ
れども、もう一回会ってみたいなって人とかいる
じゃない？そこのところってすごく indicible だよ
な、定義できないよな。そこがやっぱり魅力の奥に
陣取っているものだと思うよ、だから、表現された
ものだけでは無い。聡明な人だなと思ってもさ、い
や、もう、良いでしょうってなっちゃう時だってあ
る、人間だって建築だってそうじゃない？一番重要
なところなんだと思う。映画はそういうところを表
現しようとしている。愛着を持つってこととか、も
う一度見てみたいって…小津の映画は、何度も何度
も観て飽きるということはなかった。小津のビデオ
は当時高かったけれど松竹本社まで行って全部買っ
てきて、深夜、椅子に座って一人で繰り返し観てい
た。ポロポロ泣いていたわけだ、人間の悲しさに。
藤沢　僕、「海が聞こえる」好きなんですけど、ア
ニメの。さっき（書斎に）VHS あったの見て…あれ
富永さんのですか？息子さんの…？
富永　…息子のだろうと思う（笑）
藤沢　あ…（笑）あれをみた後に、高校生の話なん
だけど、大学生になった後、振り返ってみて、こん
なことがあったなってなる話なんだけど、結構好き
で。（富永さん）アニメ観るんだと思ったけど、息
子さんのだったんですね…（笑）
富永　だけど、そこのところってすごく、本質的な
ところだからね、嫁さん選ぶ時も注意した方がいい
よ。ずっと付き合っていけるのかとかさ（笑）女の

※『宗方姉妹』(1953)

ですけど聞いときたいな、と思います。こんな機会
中々無いので。
坂田　例えば菊竹事務所の、当時のこととか。菊竹
事務所が３つのチームに分かれていたと耳にしたこ
とがあります。
宮本　「か」、「かた」、「かたち」？

「か」「かた」「かたち」
富永　「かた」に「ち」がはいると「かたち」になる
んだな、なんて言われるとさ、それもうギャグじゃ
ねえかなあって。だけどさ、うまいこと言うもんだ
なあって当時は思ってたけど。
全員　（笑）
藤澤　「かた」にそれぞれの「ち」がはいると「かたち」
になるっていうのはギャグだと思ってたんですか？

（笑）「なるほど」と思ったんですけど。
富永　そういうのに騙されるやつがいるだろ（笑）　
だけど、それは日本語の語源学みたいな深いところ
もあるんだよ。「か」っていうのはね、か行（かきく
けこ）にはき「気」「気配」「気分」とか、け「もの
のけ」、そういうような全体的なイメージ、雰囲気っ
ていうのが「か」なんだよ。か行にはそういうもの
がある。だから、「か」っていうのは全体的な直感と
か、気配とか、佇まいとか、ムードとか、そういう
ものの領域だと菊竹さんはおっしゃってる。だから、

「か」のチームっていうのは構想チームっていうわけ。
で、「かた」っていうのは日本語で言うと踊りの「か
た」とか能の「かた」とか、剣道とか、柔道でも「か
た」があるよね。スポーツでも「かた」があるよね、
ゴルフでも。「かた」っていうのはある種の伝承化さ
れた技術のようなもの。遠くに飛ばすにはこうした
方が良い、野球でも「かた」がある、フォームがある。
それは技術のチーム、「かた」のチームって言われて
いた。ルイス・カーンもそう言ってますよね。カー
ンとすごくよく似てるんですよね。ルイス・カーン
の建築論集読むとフォームがあるって言う。フォー
ムのリアライゼーションっていうのが「かたち」。
フォームっていうのは普遍的なものであると、スポー

ツでもクロールより速く泳ぐ泳ぎ方って無い、だか
らクロールってのは「かた」なんだよね。速く泳ぐ
ための「かた」なんだよ。だからもちろん、他に泳
ぐことはできるんだけど、速く泳ごうとしたらあの

「かた」でやんなきゃだめだってことがある。それは
もう誰も破ってないわけだよね、歴史的に。だから
建築にはそういうフォームってのがあるんだと。そ
してフォームっていうのは伝承的なもので、恐らく
建築のそのフォームを探しに行ったんだよねコル
ビュジエは、はっきり言うと。その伝承的なものが
あるっていうことをもちろん気づいていた。だから、
２０００年前の人間のやったことの砂金を掘り起こ
しに行くんだっていうのは、要はその伝承的なもの
を自分の身の内にどうやったら取り込めるのかなっ
ていうことを、それが無ければ自分は速く泳げない
だろうなっていう意識があった。そこがすごいんだ
よ。自分はクリエイターだから何でもできるって思っ
ちゃったらそれはアホなんだよ最初から。それは哲
学が無いっていうかさ、そりゃまあ動物ならその場
しのぎでいいけどさそれで。（笑）だけど、そうじゃ
ないよ。建築っていうのは、何千年も前から作られ
てる。人間が生まれてから作ってきたものだから、
そこには「かた」があって、フォームがあって。「そ
のフォームっていうのはなんなんだろう？フォーム
を俺が受け継いでいかなければ、おそらくクリエイ
ションは無いだろう。」と彼は思った。そこを、２４
歳でそういうことを自覚できたってことが、「やっぱ
り違うな」って感じがするよね。そういうことに自
覚的だったということですよ。旅日記〈東方への旅〉
にもそういうことが書いてある。自分というものは
限界がある、だけど人間がずっと昔から建築を作っ
てきた。だからそういうものを見ずしてできないだ
ろうと。だからコルビュジエは伝統破壊者と言われ
たけれど、それは後で言われたことだし、そういう
ことはジャーナリズム上では面白い。そういうこと、
若い奴はすぐ「新しい建築」とか寄り付くけど。「こ
れからの新しい都市」とか、「新しい」なんて一番古
い。或る横国のポスターを見てそういうことを妹島

さんに一度言ったことがある。しかし「露頭に立つ」
という気概はもちろん必要だけど。何でも新しい新
しいに飛びついて今の日本だよ。この有様だよ。新
しいものはだいたい雑魚ですよ、９９％。やっぱり（重
要なのは）伝統的なもので、自分でそのことを自覚
しなければならない。クリエイションがその自覚の
なかにあるんだと思ったことはカーンもよく似てる
し、菊竹清訓なんかも「かた」っていうことで、自
分でそれを受け入れてやるわけだ。そこに「ち」が
はいって「かたち」ってものが出来上がる。建築っ
ていうのは自分だけでやるもんじゃなくて、まずは

「か」っていう最初の共感・生活のイメージと、人が
集まるとどういう風になるんだろう？というイメー
ジ、そういうものとそれが形式化されたもの、ずっ
と各民族の中で共通につくられたフォーム、そして
個人の創造、クリエイションっていうのが「か、かた、
かたち」っていうことだよね。カーンが日本に来て
菊竹さんに会ったときに、言ってることが菊竹さん
が考えている３段階とものすごく似てたんだよね。
菊竹さんは参っちゃうわけですよ、カーンに。デザ
イン会議の時、カーンの言ってることは難しいから
スカイハウスで、槇さんが通訳して、大高さんとか
みんな居たんだろうね、丹下さんとか。それで会合
したときに、自分の考えていることと、まぁだから、
菊竹さんは菊竹さんなりに突き詰めていたわけだよ、
カーンはもう、ずっとそういうこと考えていた。そ
ういう二人に共通性があるってことは、〈真実の近傍
にある〉。クリエイションの真実を語ってたってこと
だろうな。まぁそれで菊竹さんは僕達、所員の作業
チームに分けて、きみは「かたち」きみは「かた」っ
て（笑）　それはカーンはしなかったよね。まぁちょっ
とそれはやり過ぎではないかな、と思っていた。だっ
て人間の創造力の 3 つの側面だからな、そこのとこ
ろは。
 

L'espace indicible
- 定義できない空間
―佇まいの気配について
富永　なんとも言えない佇まい、生活感の優雅さ、
威厳とか、まぁ時にはエロチシズムとか、そういう
人間に訴える魅力だよな。そういうものを具現する
人がやっぱりアーキテクトなんだよな。情緒がある
という。情（心）の緒（きっかけ）が佇まいのなか
に現れ出ている。大江さんなんかそういうことを言っ
てますよね。気配と、その建物に気配がある。身を
正すとか、背筋が伸びる正しさ、惹かれるもの、魅
力があるとか。丹下さんにはありますよ、広大さと
かもののけっていうかさ、背筋が寒くなるとかさ、
そういうような、言葉にはなしえない、得も言われ
ぬ空間の持つ本質についてコルビュジエが最後に言
うんだよ L'espace indicible - 定義できない空間。そ
れが彼のキーワードですよ。ロンシャンでもなんで
も、最後追求したのはそこですよ。あの、「L'espace 
indicible」それは得も言えない空間だから説明でき
ない。それは自分の経験の中からにじみ出てくる。
その人とはその人の過去のことである。その過去の
エキス化が情緒を生む。そんな「定義できないもの」
を表すのが日本語の特質で、それが「気配」とか「情武蔵新城の住宅（富永讓自邸）　設計 / 富永讓　二階の全景



人だったら、年取って 70 までこの人と一緒にいた
いかな、とかさ。そういう人生の大局観だよな。現
在、この人収入あるからとかさ、優しそうだからい
いなんてのもさ、良いけどさ…（笑）建築もそうい
う意味じゃ同じですよ。もう一回見たいなとか、と
かそういう気持ちが起きるようなものでなければ。
建築芸術そのものの特性がそういうものなんだよ。
いっぺんで終わるものじゃない。写真写りもいいけ
ど、そういう話だけじゃないんだよ。ああ、あそこ
居心地よかったなとかさ、もう一度経験してみたい
なっていう気持ちを引き起こさせる気配のあるメ
ディアだよね。そういうメディアであらなければ意
味が無い。ずーっとの時間。何十年て。人間よりも
もしかしたら長くあるものだから。だからそういう
遠い視野っていうか、aspect、志を持っているかど
うか。建築家がね。「美」・「用」・「強」ってあるけ
れど、やっぱり今教育が偏っていて。「用」（に偏っ
ているん）だよね。「強」っていうのは、ウィトルウィ
ウスが言っているのは、長い間持続して、構造的
に強いかどうかっていう問題以外にも、構造力学だ
けじゃなくて、物理的に長い間持続してそれが時間
の中で飽きないかっていう話だよね。だから、美の
教育と強の教育がすごく欠けている。決定的に欠け
ている。建築は用のメディアだってことは事実にせ
よ。それはやっぱり不動産屋とか建築業界の要請が
そこにあるからだよね。経済行為であり、金の代理
だから。用途を果たせないものは建築じゃねえよっ
て言って。だけど用途を果たせない建築なんていっ
ぱいあるよ。なんの用途を果たしていたのか分から
ないような…。神社なんてほとんど用途分からない
じゃない？だけどみんな境内でたむろしたりさ、人
間生活に潤いを与えているじゃない？だけど今建築
の中で要請されているものがそこにあるから、美・

用・強の「用」のところに偏りすぎて…。僕たちの
頃はまだ「美」の要素が…美しいものを作れない奴
は建築家じゃないっていう教育だったね。丹下さん
なんかそこだったよ。僕の先生だったけど。やっぱ
り美しいものを作れる人が学生間でも尊敬されたよ
ね。そこの才能がない奴はすぐにわかるから違うと
ころに行ったよね。構造力学とか、もうちょっと合
理的に解答がチャンとしていそうなところに。建築
計画とか。僕たちの頃は意匠行くやつっていうのは
3 年後半に別れちゃってたね。僕が大学３年に進学
したころ吉武泰水さんっていう日本の建築計画学を
確立された先生が、40 人の学生がここにいるけれ
ども、ここで最終的に建築家、いわゆるデザイナー
とか設計を仕事にする人は３、４人なんですよ。そ
れは東大の歴史の中でそうなんですよって。けれど
他の人は建築関係で役に立つような仕事をする人は
いっぱい必要ですから。だから、よく自分で心して
くださいって、40 人いたら半分くらいはみんなデ
ザインやろうと思って来てるのに、そういうような
話をされた。僕の年度は 10 人くらいしか設計には
いかなくて。役人や建設業に行く人もいたし。そっ
ちの方がメインルートだった。竹中工務店の副社長
になったり。そちらは全然お金もらっていたりして

（笑）俺のボーナスの 5 倍くらいもらっていただろ
う（笑）現実的には設計する人はそんなにたくさん
は要らないわけだよ。そんなバランスなんだろうな。
10％くらいかな。〈清く、貧しく、美しく！〉か、
古いなあ。どこかに〈表現したい〉という気持ちが
あったんだろう。自分で向いてないなって感じだっ
たら違う道を進んだ方がいいと思いますね。踏み込
んじゃって、ずっと頑張たとしても最後間違ったっ
て年取ってから気がついても困るからね。僕は法政
の院の振り分けの時そういう事を…君はデザインや

めなさいとか（笑）首切り役人みたいな事を〈観る
目がある！〉とか周りの先生に煽てられてやる係で
したね（笑）
坂田　僕そっちですね（笑）（笑）今のところ（笑）
必死で捕まっています（笑）よかった法政じゃなく
て。
全員　（笑）
富永　ただ、それで学生から感謝されているところ
もあるよ。僕の事務所の人もそういうことやったも
んな。別の会社の営業に回して成功したやついたよ
な。大江賞もらった男なんだよ、そいつ。センスも
いいし福山雅治ばりのハンサムボーイで（笑）最初
はデザインデザイン言ってたけど。今は感謝されて
ます。自分のことはわからないものだからなあ、ま
あまあ、そんなところで。食事にしましょう！もう
いいでしょう（笑）
全員　ありがとうございました！
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